
別紙 

慶應義塾大学・中野泰志研究室 

 

調査概要 

 

１ 実施主体：慶應義塾大学・心理学教室・中野泰志研究室 

２ 趣旨：本調査は、拡大教科書の改良や安定供給等に資するために、文部科学省の委託を

受けて実施する重要な調査です。お手数をおかけしますが、児童生徒等のニーズに基づ

いて効果的な拡大教科書を作成するために、御協力よろしくお願いいたします。 

３ 調査実施の手順  

（１）第１次調査 

○ 実施機関（小中学校設置者）にて、別添の「ファックス返信票」（第１次調査）に、

御担当者名等を御記入いただくとともに、拡大教科書の給与を受けている児童生徒数

等を御記入の上（図③）、ファックスにて返信をお願いいたします（図④）。 

○ なお、第１次調査は、各学校に配布する調査票の数や選定支援の実施状況等を把握

するために実施いたします。 

  （宛先：慶應義塾大学・中野泰志、ＦＡＸ：03−5283−5589） 
（２）第２次調査 

  ○ ファックスでお知らせいただいた児童生徒数等に基づき、後日、第２次調査票、返

信用封筒、簡易版拡大教科書選定支援キット等（別紙２）を送付いたします（図①）。 

○ 第２次調査が届きましたら、お手数ですが、実施機関より、拡大教科書の給与を受

けている児童生徒の在籍校に第２次調査の配布をお願いいたします（図②）。 

○ 各学校では、実施機関より送付された依頼文書を保護者・児童生徒に配布してくだ

さい（図③）。また、調査票を担当教員が記入し（図④）、返送用封筒にて実施機関に

提出してください（図⑤）。なお、手順の詳細は、第２次調査の際にお知らせします。 

○ 実施機関において、各学校から返送された調査票を取りまとめいただき、全ての学

校分が返送された後に、第２次調査に同封されている「返送用封筒」にて御返送くだ

さい。なお、返送先住所は集計業務を担当する「株式会社ピュアスピリッツ」である

ことを御了承ください（図⑥）。 

 

【本件連絡先】 

  〒２２３‐８５２１ 神奈川県横浜市港北区日吉４‐１‐１ 

慶應義塾大学 日吉心理学教室 中野 泰志 

TEL：045-566-1221（045-566-1366）  FAX: 03－5283－5589 

メール： info@nakanoy.econ.keio.ac.jp 



 
 

 



別紙２ 

 

第２次調査の概要 

 

１．はじめに 

 新学習指導要領の導入により、小学校では昨年度から、中学校では本年度から拡大教科書が新

しくなりました。新しい拡大教科書は、昨年度までに実施した調査研究の結果

（http://web.econ.keio.ac.jp/staff/nakanoy/research/largeprint/02_standard/2011/index.html）

等も参考にして作成されましたが、それが効果的であったかどうか、利用しにくい部分はないか

等を確認する必要があります。また、個々の児童生徒に適した拡大教科書を、様々な文字サイズ・

判サイズ等の中からどのような方法で選定すればよいかを明らかにし、情報を共有する必要があ

ります。そこで、拡大教科書の給与を受けている児童生徒のニーズ調査と担当教員の意識調査を

計画・実施いたしました。なお、本調査は、慶應義塾大学総合研究推進機構研究倫理委員会の審

査・指導を受け、プライバシー等に留意して実施いたします（本調査では、個人はもちろん、在

籍校も特定できないように実施いたします。）。 

 

２．児童生徒のニーズ調査の主な質問内容（児童生徒に聞きながら、担当の先生に御記入いただ

く調査です） 

（１）学年、視力、見えにくさ等のプロフィールに関する質問 

（２）利用している拡大教科書の使い勝手に関する質問 

（３）拡大教科書の選択方法に関する質問 

（４）簡易版拡大教科書選定支援キットを用いた評価 

 

３．担当教員の意識調査の主な質問内容 

（１）拡大教科書の選定に関する質問 

（２）拡大教科書を用いて指導する際の課題等に関する質問 

（３）簡易版拡大教科書選定支援キットの使い勝手に関する質問 

 

４．その他 

 第２次調査のアンケートと一緒に「簡易版拡大教科書選定支援キット」を配布させていただき

ます。このキットには、「拡大教科書の文字サイズを測るシート」や「読書に適した文字サイズを

評価する方法」等、拡大教科書の選定を支援するためのツールや選定のポイント等がまとめてあ

ります。調査終了後にも御活用いただけるように、小冊子にしてありますので、御活用ください。 

 


